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今回は「まちづくりはまず、人づくり」という

観点から始めた、国際芸術文化市民交流の「芸術

文化によるまちづくり」札幌アーティスト・イ

ン・レジデンス（Ｓ－ＡＩＲ）の活動を主体とし

て見えてくるものを主体に、「アート」と「まち

（地域）づくり」の最近の話題の四方山
よ も や ま

話
ばなし

を語ら

せていただきます。

札幌アーティスト・イン・レジデンス
（S-AIR）実行委員会　事務総長

山本　謙一
（建築家・都市計画家）
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地域によそ者を入れること。または地域で活用

してこなかった人材を導きいれること。

特に芸術家なら、一般人とは違ったナイーブな

感性で意表を突くセンセーショナルにして摩訶不

思議な、地域の潜在力を醸成していくことが期待

できます。そしてその場合、芸術家を導きいれる

のなら、私はずばり、「現代美術ジャンルの作家が

ふさわしい」と関係の皆さんに進言しています。

歴史を振り返ってみても、「その時代の現代美

術家」もそうしてきたのですから、「いまは今の

現代美術家の活力を活かすのがふさわしい」とい

うことで、一般的な方への表向きのわかりやすい

説明とさせていただいてます。

実はこのジャンル、作家は「まちを美術館とみた

てて表現する」ことを得意とする方が案外多くい

ます。しかも特徴的なのは、まちのポテンシャルの

低いところにこそ、彼らのエキサイティングな興

味や「まなざし」が注がれやすいということです。

例えば身近な事例では、公園選定でイサム・ノ

グチ自身が札幌をくまなく歩き、最終的に廃棄物

処理場であったモエレ沼近くを選定したという理

由も、まさにイサム・ノグチが現代美術家であっ

たからに他ならないのです。

現代美術は感覚上の快楽・快感の美学ばかりで

はなく、思考と感覚の両輪で精神世界を追求する

ところがあります。ソーシャルデザイン的な要素

を含む対象に、新たな精神的豊かさを獲得すべく、

現代美術作家は「あるまなざし」を投げかけ、創

造的な感覚のシーズ（種）へと結実させて表現し

たりします。

私は折に触れて、その創造的な感覚の「シーズ

（種）」が、幹や枝や葉そして花として商業デザイ

ンに展開されていくことを見続けてきました。

案外、優れた現代美術のエッセンスは10年後に

優れたデザインとして開花し、普及しはじめたり

するものなのです。

現代美術はこのように、いわゆる素朴に美しい

という「従来の伝統的美」を超えた美の拡張領域

に挑戦しています。そのおかげで、わたしたちの

生活は20世紀以降さまざまな美の「ものさし」

を獲得してきました。例えば、物々しい単純な形

態のコンクリート、鉄に関して近代の美の範疇で

１　まず始めに
「現代芸術によるまちの意識づくり」について

２　What ｉｓ　ＧＥＮＤＡＩ美術？
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とられきれなかった美の在り様も普及してきま

した。近年、コンクリート打ち放しの美学が一

般に受入れやすくなったのも、この20世紀以降の

さまざまな美の「ものさし」のおかげです。

ある方面で現代美術家や現代美術の洗礼手続き

を受けた方であるなら、とかく機能一辺倒にな

りがちな土木構築物に関しても、物の見方やま

なざしの与え方、表現の可能性を地域の人々に

啓蒙
けいもう

することができます。そのようにして例え

ば、地域の環境構築物に関して現代美術的まな

ざしがあれば、地域の人は「これは今現在、自

分にとってどうしようもない環境構築物だけれ

ど、こうすればきっと、これは実は面白く、自

分にとって実はとても愛着の湧くものになって

いく」という発想も芽生えていきやすくなりま

す。繰り返すようになりますが、現代美術家な

ら今の環境を活かしながら異化（トランスフォ

ーム）させ、今後のまちに新たな感性の可能性

を地域に孵
ふ

化
か

促進し新たな意識啓蒙を提供して

もらえる期待があります。

従って、現代芸術家の表現領域を適切に把握で

きるコーディネーターがおりますと、従来のま

ちづくりワークショップではなしえなかった地

域の新たな覚醒を人々に奏でることも可能とな

ってまいります。

ここで、ある作家の事例を挙げたいと思います。

東京芸術大学教授の川俣正さんは現代美術で世界

的に有名な美術家です。炭鉱のまち三笠出身です。

高校までいたので、空知地区等道央圏にも知り合い

がいます。地域社会の歴史と現在、そして未来をつ

なぐ川俣氏のインスタレーション表現は地域住民と

の協働制作のなかで、地域の新たな共同ヴィジョン

を暗示し、地域の人々を覚醒へといざなう表現活動

を国内外で行っています。疲弊した意識の産炭地域

住民の新たな展望、意識作りには例えば仮設的な強

度のある現代美術が有効であったりします。実際に

北九州の産炭地田川で長期プロジェクトをされてい

ます。（http://www5a.biglobe.ne.jp/~onthetab/newfiles/kcmt/

kcmptj.htmlを参照ください。）

この事例以外にも北海道でも、そのように優れ

た先生や作家がおります。現代美術では寂れた

産炭地域に新たな意識を醸成し一定の成果をな

した、ドイツのルール地方の産業遺跡地域活性

化事業のように、本当に寂れてしまったまちの

再興にはアートが有効に活用されている事例が

海外には案外あります。寂れたまちづくり活性

化では初動段階として、まず、人のマインド作り

が重要です。そのマインドの再興により、よそも

のが流入し始めたりもします。よそ者とは言って

も「新たな眼差しのその地域のファン」です。そ

うなれば、それはまちの再興を加速させる人的資

源のチャンスにもなります。

さて、現代美術は20世紀後半から写真芸術領域

の面でも脚光を浴びるようになってきました。現

代美術館では20世紀の写真美術展が案外、行わ

れています。

また、現代美術はＩＴ技術を含むメディアコン

テンツ産業の領域の面でもメディアアート等の領

域で盛んに多くの表現概念モデルの創造的な「種」

を胚胎
はいたい

させようとしています。そこでは日本の基

幹産業になりつつある世界的に誇れるアニメーシ

ョンも現代美術領域とは重なり合います。世界に

誇れる日本のメディア産業と現代美術はサスティ

ナブルにリンクしあっている部分があります。

さらには、現代美術は商業美術と現代美術の関

連の面では、最近、あの有名なルイヴィトンのバ

ッグデザインに、世界的に有名になりつつある現

代美術作家、村上隆により、日本画的でアニメー

ションティストの、なんともいえないファインア

ートの世界が導入デザインされました。この村上

隆バージョンのルイヴィトンバッグは従来とは趣

を異にする新たなルイヴィトンの展開としてあえ

て現代美術作家が起用されております。話題にも

なっているようです。

このような例のように今の高級ファッションブ

ランドは現代美術を確かに呼吸しております。ト

レンディな高級ブランドの店内は商業デザインと

はいえ、限りなく上質な部分で現代美術の優れた

成果エッセンスを取り入れています。それが若者

や上昇志向の方や芸術文化的な意識の高い方、ハ

イソサイエティの方に支持される高級ブランドた

る重要な部分を一般メジャーな中で現代美術が実

は担っています。しかも現代美術はブランドのブ

ランドたる高い付加価値のところに結びついてい

ます。経営戦略で申せば、そこでは現代美術は付

加価値経営の手法にもなっています。ものが技術

的に成熟すればするほど商業的な付加価値は「芸

術文化の纏
まとい

＝ファッション」を求めるというのは

ある意味で正攻法なのはご存知のことでしょう。

日本のアニメーション、キャラクターのコンテ

ンツ産業も、日本ならではの芸術文化として世界

で高い評価を受け始めていることは、スタジオ・
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ジブリの「千と千尋の神隠し」でもご存知のこと

でしょう。このような1980年代の経済大国から

1990年代への日本の文化パワーを活かした経済

生産をＧＤＰならぬグロス・ナショナル・クール

（ＧＮＣ）と呼んでいることは新聞でご存知かも

しれません。このようなコンテンツ産業は放送、

出版、新聞、音楽、映画、ゲーム等が含まれるも

ので2001年でも11兆円の市場規模があり、海外

輸出を伴って年々高い成長をしていると書かれた

りする一般記事も案の定、出回ってまいりました。

（参考：日経2003.７.29経済教室）

というように、このような興味深いことが現代

美術の表現活動を通じて20数年の体験から次第

にわかってまいりました。

ところで、一方で現代美術は難しいといわれて

おります。確かに事実、わたしにも理解を超える

作品がいまだにあります。先ほども申したように

現代美術は「素朴に、素直に美しい」とはいえな

い美の拡張領域に挑戦しているため、「未だ自分

が新しい美のまなざしを用意できていない」場合

もあります。その場合はただ単に「どういうこと

か？」の疑問がわたしの心の中に妙に焼きこびり

ついているものです。それが、芸術家のもくろみ

で、実は「鑑賞者への積極的な関与の仕掛け」で

あったりもします。その表現上の違和感をかかえ

る中で日常の雑事をこなしながら生活している

と、ふと「そうか。あれはこういうことか」と思

う瞬間があります。それはふだん知り得なかった

美の領域が非日常ではなく、何と普段の生活日常

の中から触発され、「ある新しいまなざし」が獲

得できたからに他ならないのです。それは「日常

生活の中での新たな美の発見」です。そして、そ

れは日常の多様な精神領域の豊かさを獲得できる

契機にもなります。

現代美術の講釈が長くなりました。さて表題の

「アート」と「まちづくり」に関しての、もう少し

広がりのある関係性の具体例で述べたいと思いま

す。我々とも実際、活動ネットワークや人的交流

がある「東京都墨田区での向島プロジェクト」は

最近の好例です。

再開発では、従来の「高度利用と都市機能の更

新」ばかりではない「街並み景観と持続可能なコ

３　混迷する変革の時代には芸術文化による
平和的な創造的破壊を。現代美術はいわば、
「まちづくりのビタミン＆スパイス」

ミュニティへの再編」へと見直し、狭い区域での

高容積型ビルばかりではなく、地域のポテンシャ

ルに合った低容積型ビルにするほうが望ましい再

開発があるのはご存知かもしれません。しかしこ

の地域ではそれ以前に行わなければならない「ま

ちの素地作り」がここには求められています。

ここは東京のなかで、かつては伝統的に木造長屋

下町文化が息づき、戦後日本を支えた中小企業の

町工場などが集積したりもした場所です。一方で

不動産所有者の複雑な調整が特にある等、いきな

り再開発しようにも時間がかかる場所であり、や

はり都市防災上の観点から今後、木造老朽化住宅

の再整備を視野に入れながら、いずれにせよ再整

備せねばならない運命にある伝統な都会地域です。

この地域でアートの力による新たな下町づくり

プロジェクトが盛んに行なわれています。

そこでは押し寄せる都市化を感じつつもある意

味、下町の居心地の良さの中で、得てして住民が

無意識に眠ったままです。老朽化した木造長屋も

多く、年寄りも多い。このままではこの斜陽化免

れない崩壊過程を感じながら住んでいる。いや、

その意識すらもなく、先ほど申したように、どっ

ぷりと居心地よく意識すら眠っている状態かもし

れない。そこにヨソモノ体験してきた元地元民、

完全なるよそ者がこの地域のすぐれた、いわばあ

る意味で洗練された「東京下町都市コミュニティ

文化」の可能性に魅力を感じ、新たなまなざしで

この懐かしい都会文化を現代に再考し、再興を試

みています。その活動は、ひまのないビジネスマ

ンではなしえない高齢者、子供、主婦および商店

主経営者のいる地域だからこそできることを自由

人である芸術家、学生、大学関係者、まちづくり

関係者、アサヒビールをはじめとする地元企業お

よび墨田区の行政と、それぞれがともにかかわり、

より包括的なまちづくりへむけて、専門家、行政

も交えて一方で向島学会なるものまで立ち上げ、

いろいろな側面で活発にまちづくり啓蒙活動を行

なっています。

ここで見られる活動は、単にまちを彫刻オブジ

ェで飾ったり、品よく展覧会を開いたり、閉じら

れたサロンのような閉鎖的な美術展示の芸術消費

ではなく、地域に開かれた日常美の再発見の場、

まちづくりの育成の場として、現代美術的試みが

展開されています。S-AIRでも東京のこんなとこ

ろまで海外作家を交流させたりもしております。

これは共鳴現象です。



国際芸術文化地域交流事業である、このS-AIR

には概ね３つの目的があります。

そして、それは従来にない概念の可能性をレジ

デンスに求めることが可能であることを言及して

いて、その可能性の触手を伸ばしているところに

日本で、また世界でみてもアーティスト・イン・

レジデンス事業としてはユニークな発想であるこ

とが、この我々S-AIRの事業の特徴です。

まず、ひとつは異文化にふれる海外作家と市民

のありかたです。

作家がこの地域が生活する上で創作上よかった

と思える環境を与えることです。これには慣れな

い外国滞在客の日常の生活不便のバリアフリーを

いかにとってあげるかというスタッフをはじめ市

民ボランティアのホスピタリティー支援が重要に

なります。そこで交流する中で「日本のこの北海

道の札幌はそしてそこに住む自分たちはどういう

存在なのか」と相対化して無意識が覚醒
かくせい

されて意

識化されていきます。そしてその目指す方向は筆

者が盛んに皆さんに提唱している「違うから楽し

い」という状況を作り出すことにあります。

一方で「地球上の人々は顔、姿形は違うけれど

みな日本人と同じ心情感覚を持ち合わせている人

間である」という共通意識も芽生えます。表面上

社会的に宗教、自国政治経済状況が色濃く背景と

して反映されている場合ももちろんありますが、

確かに多くの国の作家と交流触れ合うごとに人と

してのその思いは確信めいてまいります。

差異性と同質性の微妙な共存、ローカルとグロ

ーバルの草の根的な意識啓蒙がここにあります。

そこで教えられることは、まちづくりは優れてい

ても表面的な欧米のコピーのまちづくりでは欧米

の人は観光に来てくれないということです。幸い

日本には優れた伝統の日本スピリットがありま

す。欧米人はそこにあこがれてきてくれるのです。

ここは重要です。

芸術文化の中では、もっと日本人らしい精神活

動をしなければ対等に文化交流できない部分もあ

るのです。それは交流するとわかります。そこで

交流することの意味を市民は教えられるのです。

二つ目にはやはり交流による芸術文化の人的ネ

ットワークと人的資質向上です。

作家は「日本の北海道の札幌はよかった」と帰

ったときに海外で吟遊詩人として北海道、札幌と

いう地域を糧に海外作品発表し、また多くの人に

「口コミ」してくれる期待感があります。なによ
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さて将来、この地域は都市防災上、整備がいず

れ行なわれなければ、すぐれた下町コミュニティ

自体すら守れなくなる時期がくるはずでしょう。

そのときのために新たな地域再整備に向けて、こ

のすぐれた下町コミュニティがアートを「まちの

ビタミン＆スパイス」にしながら、新たな眼差し

が地域の人々に芽生え、地域を新しい環境へと自

力で再考できるようになるよう、今後、この地域

に期待したいものです。

北海道で言えば札幌の開拓の早い古い市街地地

域や函館の西部地区など北海道の拠点都市の歴史

のあるまちなかで地権者の錯綜
さくそう

としたところなど

が参考になるといえましょうか。

さて、筆者がこのような思いから地域でここ最

近具体的に実践した活動があります。

４年前からはじめた「札幌アーティスト・イ

ン・レジデンス（略称S-AIR：エス・エアー）」

で す 。 こ れ は 国 際 芸 術 文 化 交 流 に よ る

地域まちづくり事業です。S-AIRというと「札幌

航空」というように航空会社のネーミングのよう

ですが、こちらは国際的な芸術文化の風を地元に

運 ぶ 運 営 団 体 で す 。（ ホ ー ム ペ ー ジ

http://www.iacnet.ne.jp/~sair/artists/index.html

ご参照を。）

これは最近、日本では約30程の事業がおこなわ

れております。

府県市町村と地方自治体が主導して行なわれる

ケースも多いのですが、このS-AIRは民間主導で

筆者が立上げた事業です。国内外の美術活動経験

から札幌にも多くの知り合いが私にはいました。

この事業にはその方々と活動することで求心力の

ある地域芸術文化の可能性を開示でき、相乗効果

のある有意なプロジェクトになるのではとの期待

感がありました。

そこで一気に志を同じく賛同される方に呼びか

けたところ、志のある方々に集まって頂けて、最

終的には民・学・官そして市民ボランティアとい

う組織で運営を構築することが出来ました。

なお、このS-AIRはこの手の事業としては日本

でも規模が大きく、６～７人の将来を嘱望される

海外現代美術作家を招聘
しょうへい

し、地域交流しておりま

す。（ http://www.jpf.go.jp/air/list_j.html をご

参照ください。）
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り、レジデンス事業で作家として選ばれたことは

国際的な評価としては「世界の先進国日本の大都

市の札幌という地域が自分の作品を評価して購入

をしてくれた」ことと同様な扱いに繋
つな

がります。

これは作家にとってとても名誉なことです。です

か ら 、 作 家 は 作 家 歴 に こ と あ る ご と に

「SAPPORO…」の文字がその作家の略歴パンフ、

チラシに、美術館に、ギャラリーに、そして新聞

に掲載されます。さらに有名になれば、さらに違

った有意なメディアに掲載されていきます。

今までに現代美術映像作家でS-AIRをあとにし

てからまもなくあの有名な、カンヌの国際映画祭

に出品し、「ある視点」部門でクランプリを受賞し、

その後も受賞歴を重ねつづけている現代美術映像

作家もいます。滞在中にＮＨＫ教育に出演したり、

ＮＨＫの衛星放送で作家の作品が番組としてとり

あげられたり、現代美術の最高峰のひとつ、ベネ

チア（ベェニス）ビエンナーレ等の現代美術国際

展にノミネートしたり、著名な美術館のコレクシ

ョン収蔵を果たしている作家も複数出てきていま

す。選考委員会の一人としてもうれしい限りです。

そのようにして、おかげさまで我々の思いの甲
か

斐
い

もあってか、海外作家の応募数が最近では100名を

超える反響です。継続の効果を思い知らされます。

その中ではもちろん、地元芸術家、学生、芸術

関連の専門家、そして市民、ボランティアの交流

があります。市民の芸術文化に対する意識関心の

底上げと国際的に打って出る作家、学生の為のス

プリングボードを用意することが狙いです。海外

に出るときのアドバイス、人的紹介その海外作家

を頼りに有効な表現活動ができるための人的イン

フラづくりです。

地域施策のスプリングボードがいろいろな角度

の分野で多く用意されていて、域外にも発信し、

人が打ってでられるよう、また域外からその地域

を新たな眼差しで活性化し発信できるよう、域内

外の人的交流を深める実りある面白い仕掛けがあ

ると地域の自立、地方分権に役に立つのではと思

います。北海道は観光がありますのでやりようが

あります。その点は潜在力です。

一方で、日本の教育過程でたくさんの芸術文化

関連の卒業生が輩出してしまうにもかかわらず、

極めて乏しい日本の芸術市場の中では人的資源を

活かされずにおります。芸術家たちまたは芸術に

携わる文化芸術支援する専門家については、コミ

ュニケーションとしてのアートを地域にとって地
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方分権の意識醸成に向け、「新たなまちづくりの

担い手」として、まちづくりの委託業務へと活躍

の場が開かれることがこれからは大切ではなかろ

うかと思っております。そこではＮＰＯと地域通

貨、地域ポイントに連動する方向も視野に入れな

がら、地方分権の担い手として位置づけるべき検

討が必要なのではとも思っております。アートに

アトラクション要素を手法として入れて市民が楽

しみ、その余韻からアートとおして生活の本質を

問い直せるそんな市民の覚醒の場を提供する。そ

んなことがきっと、アートの市民との親和性をグ

ッと高めることになるでしょう。ちなみにニュー

ヨークではそんな芸術家の有用性にかかわらず、

芸術家に対し、コミュニティの少数弱者として社

会的な人権保障の施策まで行っております。これ

が国際的な芸術文化の街のインフラの違いでもあ

ります。

そんなことを、意識と理解度の高い行政、企業

等に彼ら芸術家方面に促していただけるのであれ

ば、とてもいい方向になるのではと思います。

３つ目にはアートと地域産業との掛け橋・結び

つきを模索することに関しての目的です。

サッポロバレーのIT集積もよいのですが、そ

のＩＴ技術もそれにふさわしいコンテンツがなけ

れば意味がありません。やがてＩＴ技術も一定の

成熟をしてゆくことでしょう。歴史が教えるよう

に技術文明の後に芸術文化がそれに精神的な豊か

さを付与します。1999年の当初からS-AIRでは

「メディアコンテンツ産業育成を意識すべき」と

私が方々話していました。そうしたところ、S-

AIRの実行委員会のメンバーが尽力され、札幌市

の経済局のほうから、メディアコンテンツ企業を

インキュベートする施設拠点を事業化していただ

けました。S-AIRの事業２年目にその施設に唯一

ボランティア団体として招きを受け、入居するこ

とになり、メディアコンテンツ企業との交流を海

外作家を交えて行う方向に結実しました。また一

方、市民にこの施設の活動を知っていただく活動

組織にもなっております。札幌ＩＣＣに事務局を

開設することに関してはメディアアート、インタ



品にしてしまった海外有名アーティストもいまし

た。本当に現代アートは、あらゆる観光物産素材

を使い何でもありであります。その何でもありと

いうところが地域発想のエクササイズとして大切

なのです。何せユニークさが地域の個性であり、

発進力だからです。それは地方分権に役立つから

です。

このように経済自立ばかりでなく、特に地方分

権による地域の潜在力を活かし、特色、魅力を再

考し、その結果、地域間競争は避けられ、棲み分

け共生へと地域の活力を導くというシナリオを考

えることは地域の自立性、対外情報アピール性を

考える上で重要となってくるはずです。

S-AIR立ち上げ当初にフランスの外務省の文化

担当がたまたま、この事業に関心を示していただ

き、札幌にわざわざお越しいただいて、会話した

ときがありました。そのときに、文化担当の専門

家から「実は中央集権国家であったフランスが地

方分権になっていく過程で、このアーティストレ

ジデンス事業が一役を担っていたのですよ」と言

ってくれました。本当にそのとおりだと思います。

そのおかげでそれ以降、フランスの外務省の外郭

団体との協力と関心もいただいたりしました。

ということで、その地域での意識づくりの初動

段階、新たなまちづくり活動初期段階にぜひ今後、

「アートによるまちづくり」を活用していただけ

れば、違ったまちづくりの初動展開を充実させる

ことが出来ると私は思っております。しかし、残

念なのはまちづくり系の方では有名な作家を招い

たり、パブリックアートのコーディネート等の形

式で行い、それはそれで有効なのですが、それだ

けではなく、地域の素材、潜在力を活かし、まち

づくりとして横につなぐ方は現代美術を良く知ら

なければならないからなのか、日本ではそう滅多

にいないようです。特に北海道のまちづくり系の

方で現代美術の活用に強い方はきわめて少ない状

況です。そんなわけで私のような者が、たまたま

現代美術がライフワークであるために、上述の経

緯から都市計画家協会の会員に推薦してもらった

のも、このような問題意識から、なにかお役に立

てるのではと思ったからです。

今後もし、このような方面で継続的に「積み重ね

は力なり。人づくりは長期計画」のご委託相談があ

れば、従来とはすこし違う、まちづくりの覚醒コー

ディネートを踏み込んで行い、皆さんにお役立し

ていけるのではと個人的には思っております。
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ラクティブアート、デジタルコンテンツ、ショー

トフィルム、デジタルアーカイブ、情報デザイン、

エンターテイメントロボット、エレクトロニクス

ミュージック、VR、CGなどArt&Scienceの関連

からえられたさまざまな創造的な成果の種（シー

ズ）を従来の商業メディアコンテンツをも巻き込

み、さらなる商業デザインの活性化を促し、高付

加価値な新産業経済振興へむけて弾みを付けるよ

う活動もしております。そのせいか、各地から視

察も案外あります。文化庁の指定事業ですが、外

務省の国際交流基金でも関心を示していただき、

ＨＰのデーターベースに当事業が掲載されており

ます。（http://www.jpf.go.jp/j/ ご参照を）

医療福祉と芸術デザインでは札幌市立高専の大

学化の部分にもかかわりが深いのですが、例えば

現代美術では患者の自然治癒力を高めるアートセ

ラピー、アートインホスピタル、身心障害者の可

能性に着目したエイブルアートなどの相乗効果の

伴う接点があります。

また、商店街では各地でも行われている、「ち

ょっとしたアート」による活性化事業はご存知の

方もおられることでしょう。

さらにまた、寂れた場所に芸術家の解放区を作

ることでいきなりその地域がトレンディな地域に

浮上し、経済的に活性化しだす事例がニューヨー

ク・ソーホー地区などわかりやすい例で、海外に

はあります。確かに、芸術家以外にはこのような

再開発活性化事業はなかなか出来ません。アーテ

ィストヴィレッジは職住一体型の新産業地域とも

いえる発想が必要です。日本では残念ながら本格

的な事例がありません。モデル事業として官・

学・民で地域再開発チャレンジをしたいところで

すがどちらかといえば民主導がいい流れを付けら

れそうな感触があります。札幌なら北３条通界隈

の再開発地区や山鼻曙地区などが気分です。実際

にS-AIRはその場所で活動したりもしています。

観光産業の側面では、芸術家という、いわば吟

遊詩人が地域との交流で生み出した「芸術家の地

域表現物語」を携えて、国内外の他地域でも語
かた

り

部
べ

として自分の交流活動した地域について他地域

の方々にも口コミ発信してくれるそんなイメージ

的存在として広報してくれて、一方、新たな文化

芸術の蓄積が都市の目に見えない観光資源として

新たな意味を添えて積層してくれるようなことを

期待しつつ、今後も支援できればよいと思います。

そういえば、過去に漁師の船と昆布をアート作
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残念ながら、文化庁指定事業のこのS-AIRはこ

のようにある面、芸術文化の人づくり事業なので

すが５年の中期事業で今年度を持って終わりま

す。今後、せっかくの実行委員会のこの活力の積

み上げ継続成果を活かせないか、各所轄の自治体

と協働する意向をもっております。

理解力のある、意識の高い窓口の方から、何か

いい情報がS-AIRにあれば、誠に幸甚です。

最後になりますが、国際芸術文化交流により戦

争をおこさない国際平和を草の根的に実践するま

ちづくりが重要になってきていると、いまさらな

がら感じています。

異文化の芸術文化の魂の交流を通じて、各国・

各文化圏がグローバルな視野に立ちながら、それ

ぞれの経済的・政治的特質、文化、宗教観、国民

性などローカルな側面を尊重する「グローカルな

発想」を共生の心として大切にはぐくんでいきた

いものです。

その中から、互いに心のふるさとを海外にも増

やし、その地域に自分の何かがあるそんな地域に

することが爆弾を落とされない地域にする安心の

まちづくりに繋がると思っています。いまは悲し

いかな、公共事業ハード整備事業は多くの恩恵が

あるにもかかわらず、場合により、いらないものに

世論では仕立てられております。住民には公共建

築などは無意識に「箱もの」と呼ばれたりします。

それは建築に住民の心のよりどころがないからで

しょうか。地域の人には一方的に出来てしまった

受身の箱というニュアンスなのでしょうか。国際

間の地域の在り方も同じことが言えると思います。

「あの地域に爆弾を落とすことは自分をあるい

はさらにいえば人類を汚すことになる。私たちの

格を下げることになる。いわば我々の心のふるさ

との一部だ。落としてはならぬ」とテロリストの

為政者の自制心をも抑制させる海外地域の存在に

ならなければなりません。蛇足ながら、例えばア

メリカはイスラムの精神世界と交流し理解するこ

とに失敗しているのかなと思います。それとも、

「わかってはいるけれど、やめられないグローバ

リズム経済の魅力」なのでしょうか。

ところで私自身はまちづくりは「まちづくりは

人に始まって人に終わる」ということで「まちづ

くりは人づくりが大切」ということにしています。
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人さえ創れば金、ものは突き詰めていくと動きま

す。教育が大事ということでしょうか。

偉人たちからの啓蒙はもちろんのこと、地域コ

ミュニティ、家族の人々から伝承される、環境適

応しながら生きながらえる思想、知恵の蓄積がま

ちづくりの基幹を成し、まちがそのような気配た

たずまいをもって、まちのソフト&ハードが運営

されていくこと。

「私は孤児だったけれど、多くの先人や今いる

市民のおかげで、このまちの環境からわたしは多

くの人生を学んだ」という優れた人物を多く出せ

るようなまちづくりが素敵だと思います。そこで

は精神的な豊かさが21世紀のまちにあふれている

ということになりましょうか。

「はぐくみ」という言葉最近よく出ますがこの

ようにとらえたいものです。

大都市、札幌は風格ある都市を目指していると

いいます。風格は格好をつけ、風格ある様に「み

せる」ことに決してあるのではなく、風格がある

がゆえに、海外との国際的でダイナミックな「は

ぐくみ」の中で、「敬意」を表される国際都市に

なる目的がひとつありましょう。その意味で、少

なからず「現代アート」も有為であると改めて、

ここでもお伝えしたいと思います。幸い北海道の

札幌は芸術文化振興を進めていくようです。色々

な意味において、今後、お役に立てればと思いま

す。ご一読ありがとうございました。

５　終わりに：芸術文化の架橋づくりは
戦争のない平和な架橋づくりへとつづく
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